






Epidemiological Analysis of Endemic Fluorosis 
in Hebei Province
ZHAO JIN ZHONG YANG SHI MING ZHANG ZIAO LING





































































































































































































































































0．50以下 0．51－1．00 1．01－1．50 1．51－2．00 2．01－5．00 5．01－10．00 10．01以上測　定






































































合　　計 2，400 263 10．9 766 31．9 376 15．7 425 17．7 252 10．5 252 10．5 66 2．7
（mg／の
表3：土，穀類，野菜，空気氣含量測定結果
蜂峰績区 北章固村 小梨元村 前小管村 北城村 東福地村 浸流墜子村 威水皇村 道西村 中捷衣場 勝芳旗
飲用水 0．4 1．4 1．7 2．1 3～6 6．9 11 11．5 3．0 3．6 4．5
屋外 　 0，028 一 一 0，027 一 一 一 一 一 一
空　気
屋内 一 0，034 0，044 一 一 0，031 0，086 一 一 一 一
全フッ素量
一 一 一 『 一 494．0 一 418～998 一 399～732 『
土　壌
浸出フッ素量 一 一 一 一 一 4．5～8．0 一 9．0～47．5 一 0．59－4．2 一
小　麦 1．85 一 0．2～0．9 0．9 一 一 一 0．62 0．05～0．62 0．05～0．62 2．35
とうもろこし 1．00 一
0．6 0．45 L70 0、8～L3 0．2～5．8 0．48 0．04～0．43 0．04～0．48 0．8
あ　わ 0．90 1．65 2．1 一 0．70 1．4 一
0．68 0．06～0．68 0．06～0．68 2．23
一 一 一
2．9 1．0 0．18～3．0 0．9～1．4 0．30 0己8～0．30 0．18～0．30 一
白　菜 3．00 一 0．37～4．0 1．03 0．37～4．0 0．35～1．0 一 0．55 0．55 0．55 1．27
干大根 4．80 一 L5～13．0 1．70 一 一 一 0．25 0．25 0．25 一






















2．8％ 0．8％ 1．3％ 8．9％ ll％ 14％ 12％ 34％ 64％
F＋ 1．80 1．05 2．00 3．10 3．80 3．50 4．90 4．60 5．0 r＝0．68 P〈0．05
K一 1．95 9．00 1．00 2．00 6．00 3．00 一
1．00 4．00 r＝0．63 P＞0．05
Na＋ 110．00 240．00 250．00 105．00 290．00 85．00 250．00 210．00 23．50 r＝0．17 P＞0．05
Ca＋＋ 45．00 84．50 11．00 13．00 19．00 8．50 82．00 22．00 11．00 r＝0．67 P＞0．05
Mg＋＋ 16．5 11．0 13．00 11．50 130．00 50．00 29．50 18．00 49．00 r＝0．62 P＜0．05
PO4－一 0．07 0．06 0．13 0．05 2．20 0．06 0．10 0．04 0．21 r＝0．41 P＞0．05
Fe＋＋ 0．01 0，006 一
0．08 0．03 一 一 一 一
r＝0．28 P＞0．05
AI＋＋＋ 0．03 0．29 0．12 0，047 0，027 0，043 一 0．04
0．04 r＝0．41 P＞0．05
Dd＋＋ 0．05 0，012 一 一
0．01 一
0．0055 0．01 0，0ユ2 r＝0．48 P＞0．05
SO4－1 634．00 116．80 492．00 74．80 116．00 70．80 30．80 62．60 102．80 r＝0．38 P＞0．05
CI一 204．40 423．80 32．40 34．90 363．90 59．80 97．20 468．70 416．00 rニ0．45 P＞0．05
PH値 7．7 6．6 7．75 8．0 6．9 7．81 7．4 7．8 8．0 r＝0．337 P＞0．05
硬　度 32．02 55．98 7．91 4．94 37．01 14．81 28．15 27．87 14．47 r＝－0．17 P＞0．05




























〈0．21 133 39 29．3 3 2．25
0．21～ 106 26 24．6 11 10．4
0．41～ 136 33 24．2 29 21．3
0．61～ 100 22 22．0 10 10．0
＿；型二＿
　　　113≡一■，一一一・一≡ 　　　18≡＝一，一一、＿ 　　16．1－●≡■’一’A’一 　　　12－．≡一＝’一一 ．．里ヱ．，．
1．01～ 176 23 13．1 69 38．6
1．51～ 115 20 17．4 45 39．1
2．01～ 139 一 一
94 67．5
2．51～ 134 22 16．2 96 72．0
3．01～ 98 14 14．2 84 85．7
4．01～ 149 14 9．2 149 100．0
＿一三：0！二．一一 112 12 10．7
112－A’一一≡一 100．0－一一一・一一一．＝
一一’一≡≡”一， 一’一一≡・、一 ●一コー一一≡≡一一
6．01～ 102 一 一
102 100．0
7．01～ 119 一 一
119 100．0
8．01～ 146 一 一
146 100．0
9．01～ 95 一 一
95 100．0
＞10．01 127 一 一
127 100．0
一一コ●≡≡≡一’一一一一一一一 ≡≡■＝一●一一一一 ●≡一一，’一一 一●一一＝，一一一一 ．≡一一一一一 一一一一≡一一一一●










































＜0．21 133 3 2．3 3 100．0
一 一 一 一
0．21～ 106 11 10．4 10 90．9 1 9．1
『 『
0．41～ 136 29 21．3 13 44．8 16 55．2
一 『






















1．51～ 115 45 39．1 24 53．3 18 40．0 3 6．6
2．01～ 80 54 61．5 21 38．8 25 46．6 8 14．8
2．51～ 43 31 72．1 11 35．5 15 48．1 5 16．1
3．01～ 7 6 85．7 2 30．0 3 50．0 1 16．7






















7．01～ 38 38 100．0 7 18．4 21 55．3 10 26．3
8．01～ 48 48 100．0 11 22．9 24 50．9 13 27．0
9．01～ 47 47 110．0 9 19．1 25 53．2 13 27．7
＞10．01 73 73 100．0 8 10．9 41 56．2 24 32．9













































































一 『 一 一 『 一 一 一 一 一
1．01～ 33 1 3．0
一 一
1 3．0
一 一 一 一
1．51～ 43 1 2．3
一 一 一 一
1 3．0
一 一
2．01～ 35 1 2．8
一 一 一 一
1 2．8
一 一
2．51～ 67 10 14．9 一 『
7 14．4 2 2．9
一 一
3．01～ 一 一 一 一 一 一 一 『 一 『 一
■≡≡■一≡一一一・一≡．一’．一一一一一一 一一一一●一一・一一 一一一，．一一一一● ●一一一一，一一●● 一一一一一一， ．一一一一≡・一一A ’一一一一一＝ ≡一≡≡一一’A－一 ，一一一≡一一● 一一’一一一一一一一 ．＝一＝．■≡ 一一一一一一一’一一．
4．01～ 37 7 18．9
一 一
5 13．5 2 5．4
一 一
5．01～ 一 一 『 一 一 一 一 一 一 一 一
6．01～ 一 一 一 一 一 一 一 一 一 『 一
7．01～ 25 8 32．0
一 一
4 16．0 3 12．0 1 4．0
8．01～ 24 11 45．8
一 一
8 20．8 3 12．5 3 12．5
9．01～ 92 47 51．1 20 2L7 5 5．4 10 10．9 12 13．0
10．01以上 139 68 48．9 14 10．1 27 19．4 9 6．5 18 12．9











































1．0以下 521 0．22－6．00 16．2±0．2056
1．01～ 429 0．40－6．20 2．97±0．387
2．01～ 192 0．66－1LO8 4．46±0．919
3．01～ 83 1．50－12．50 5．72±1．632
4．01～ 190 0．57－11．70 5．94±L794
5．01～ 96 1．05－18．85 7．94±L946
6．01～ 136 0．80－60．00 8．30±L979
7．01～ 215 0．95－53．00 8．70±2．052
8．01～ 163 0．84－52．00 9．17±7．874
9．01～ 104 0．63－22．50 1．85±3．262
10．01～ 144 0．40－60．00 2．80±6．329























LO1～ 34 10．69 3．55 8．70
1．51～ 28 10．23 3．11 7．55
2．01～ 29 12．50 3．25 5．74
2．51～ 28 9．60 3．80 4．64
3．01～
一 一 一 一
．＿＿一．．巡．二＿．＿＿． 　　　　　　36－一一一一一一，■一■’≡≡●一一’ 　　　　　　　9．80－コー一●一一’一≡一一≡●一一一’＿コー’一■
　　　　　　4．20－　一　≡　一　■　一　一　・　A　w　・　一　一　．　■　一　≡　■　■　一　●　s　■　、 　　　　　　　　　9．90■一■一一．一一一一一・一・一■，■一＝一一一一■一●一一’一●
5．01～ 7 10．10 4．95 7．90
6．01～
『 一 一 一
7．01～ 29 8．79 3．99 11．76
8．01～ 30 8．2 8．90 11．66
9．01～ 38 8．90 3．88 7．54
10．01以上 34 9．79 3．63 9．96
計 293 9．75 3．83 8．54
度とは正の関係であった．
2）河北省の地方性弗素中毒病区の形成と，その
土壌の化学的特徴とは密接な関係がある．全省の
環境的特徴から高原型，山地型，盆地型，平原型
と沿海（岸）型に分けられる．大部分の病区は平
原，盆地，沿岸である．弗素の起源としては，河
北省西部および北部では，岩石と温泉に多くの弗
素を含有する．平原地区では土壌，沿海地区では
海水と接することによる．閉塞した地区では乾燥
により高弗素となる．主要な病区は盆地，平原で
は沿海部に集中する．
3）発病の特徴としては，年齢とともに増加し，
居住年数が長くなると重症化する．女性患者は男
性と比較して多く，その比は1：1．35である．最
少発病年齢は7歳である．最短発病期間は1年で
ある．
4）飲料水中弗素量が0．5～1．Omg／eの場合，尿
中弗素量は4．35mg／eである．
2．飲料水改良後の地方性弗素中毒の主要点
　この調査の結果から，河北省地方性弗素中毒は
飲料水型であることが明らかとなった．従って，
各地方の地理的環境と経済状態を考慮して，水源
を変えることによる低弗素化をはかることが，根
本的な対策である．また慢性重症患者に対しては，
漢方と西洋薬で治療することが有効である．
　本調査には省，地区地方病予防研究所および関
係地区，市衛生局の協力をいただいた．
　本論文の掲載に御尽力頂きました，河北省衛生
庁顧問張福瑞先生に感謝致します．
